
７月臨時会の審議結果/請願・陳情のご案内ほか
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　平成29年第３回野田市議会臨時会が７月27日（木）に開かれ、下記の議案が可決されました。

　議案は、東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故に係る損害賠償請求について、原子力損害賠償
紛争解決センターから提示された和解案に基づき和解するとともに、和解金を財政調整基金に積み立て
ようとする補正予算です。

　朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）金正恩国務委員会委員長に対し、野田市議会議長及び野田市長の
連名により、弾道ミサイルの発射並びに核実験の実施に抗議する書簡を９月１日、８日及び15日付で
送付しました。

平成28年度各会計決算を認定

歳出総額は874億4,330万2千円
平成28年度各会計決算の審査に当たっては、
９人の委員で構成する決算審査特別委員会を
設置し、9月19日から21日の３日間にわたり
慎重な審査を行い、全ての会計決算を認定し
ました。

反
対
討
論

反
対
討
論

現地視察（北部中学校空調設備設置工事）

■
一
般
会
計

　
歳
入
で
は
、
固
定
資
産
税
や

軽
自
動
車
税
な
ど
の
個
人
負
担

の
増
を
伴
う
税
が
増
加
と
な
り

法
人
市
民
税
が
減
少
し
て
い
る
。

　
本
決
算
の
大
き
な
問
題
点
は
、

行
政
改
革
に
伴
う
職
員
削
減
に

よ
り
非
正
規
職
員
が
増
加
し
、

社
会
福
祉
部
門
に
お
け
る
指
定

管
理
者
制
度
導
入
は
経
費
削
減

の
対
象
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く

な
く
、
質
の
低
下
を
懸
念
す
る
。

　
個
人
番
号
制
度
は
、
個
人
情

報
保
護
や
巨
大
な
費
用
負
担
な

ど
、
根
本
的
な
大
問
題
を
抱
え

た
ま
ま
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
制
度
に
潜
む
危
険
性
を
指
摘

し
反
対
す
る
と
と
も
に
中
止
を

求
め
る
。

  

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
東
京

直
結
鉄
道
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
人
口
減
少
時
代
に
向

か
う
中
で
大
型
開
発
を
進
め
る

の
は
問
題
で
あ
り
、
市
内
交
通

の
利
便
性
向
上
や
交
通
弱
者
の

解
消
を
図
る
た
め
の
抜
本
的
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　
民
生
費
で
は
、
生
活
保
護
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人
が
担
当

す
る
世
帯
数
が
、
依
然
と
し
て

国
基
準
の
80
世
帯
を
超
え
て
お

り
問
題
で
あ
る
。

　
衛
生
費
で
は
、
が
ん
検
診
や

特
定
健
診
な
ど
、
受
診
率
向
上

が
必
要
で
あ
り
、
働
く
世
代
が

受
診
し
や
す
い
よ
う
充
実
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、Ｂ
型
肝

炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
は
リ
ス

ク
が
あ
る
と
考
え
反
対
で
あ
る
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
国
の
政

策
の
方
向
性
に
反
対
で
あ
り
、

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
す

べ
き
で
あ
る
。

　
商
工
費
で
は
、
近
隣
自
治
体

で
大
型
商
業
施
設
の
撤
退
や
閉

鎖
等
が
見
ら
れ
る
中
、
喫
緊
の

課
題
が
後
手
に
回
ら
な
い
よ
う

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　
土
木
費
で
は
、
生
活
道
路
の

補
修
や
除
草
等
に
つ
い
て
迅
速

に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

　
消
防
費
で
は
、
消
防
団
員
の

高
齢
化
や
後
継
者
問
題
が
解
決

さ
れ
て
お
ら
ず
、
常
備
消
防
職

員
の
増
員
が
必
要
で
あ
る
。

　
教
育
費
で
は
、
教
員
の
超
過

勤
務
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
導
入
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
二
学
期
制
と

土
曜
授
業
に
反
対
で
あ
り
、
学

力
向
上
の
た
め
に
は
、
正
規
教

員
の
増
員
や
少
人
数
学
級
の
早

期
実
現
、
各
学
校
へ
の
司
書
の

配
置
が
必
要
で
あ
る
。
以
上
の

理
由
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
決

算
認
定
に
は
反
対
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め

に
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
増
や
し
、
被
保
険
者
の
税

負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
り
、

反
対
で
あ
る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
制
度
改
悪
が
続
き
、
保
険
あ

っ
て
介
護
な
し
の
状
態
と
な
り

つ
つ
あ
り
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
介
護
保
険
制
度
を
求
め
反

対
で
あ
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

  

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
別
建

て
し
、
差
別
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
で

あ
る
。

■
水
道
事
業
会
計

  

基
本
料
金
の
設
定
も
含
め
、

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を
検
討

す
べ
き
で
あ
り
反
対
で
あ
る
。

決算審査特別委員会

委 員 長

副委員長

委 員

木名瀬宣人　小椋　直樹  
中村あや子　織田　真理
小室美枝子　山口　克己
染谷　信一　　

竹内　美穂　
石原　義雄

７月臨時会の審議結果

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）へ抗議文を送付

　要望等を市政に直接反映させるための方法として、どなたでも請願書や陳情書を議会に提出すること
ができます。
　提出された請願・陳情は郵送及び市外からの陳情を除き、市議会で慎重に審査（原則として本会議に
上程し、委員会に付託）した後、最終的な結論（採択・不採択）を出して提出者に通知します。
　採択した請願・陳情で、執行機関で処理することが適当なものについては、市長や関係機関に請願
書・陳情書を送付し、その実現に努力するよう求めます。
□受付は随時行っていますが、 12月定例会の場合、11月30日までに提出されたものを審査します。そ
　の後に提出されたものは、３月定例会で審査することになります。
□請願書・陳情書には趣旨と項目、提出年月日、住所、氏名（団体の場合は名称と代表者名）を記載し
　たものを市議会議長宛てに提出してください。請願書には紹介議員の署名または、記名押印が必要と
　なります。
　提出に際しては、事前に議会事務局までお問い合わせください。
【問合せ先】04-7125-1111（内線3314）

請願・陳情をされる方へ

議案第 1 号

議案第 2 号

可決・賛成多数

可決・賛成多数

和解について

平成 29 年度一般会計補正予算（第２号）

件　　　　名議案番号 審議結果
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■
質
問　
市
営
住
宅
の
多
く
が

旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
設
さ
れ

た
も
の
と
思
う
が
、
そ
の
戸
数

や
耐
震
診
断
の
実
施
状
況
、
健

康
被
害
が
問
題
と
な
る
ア
ス
ベ

ス
ト
の
使
用
状
況
及
び
今
後
の

改
修
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

□
答
弁
　
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建

設
さ
れ
た
市
営
住
宅
は
、
集
合

住
宅
が
８
団
地
30
棟
418
戸
、
戸

建
て
住
宅
が
１
団
地
１
棟
で
あ

り
、
集
合
住
宅
の
う
ち
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
宮
崎
団

地
と
宮
崎
西
団
地
に
つ
い
て
は
、

耐
震
診
断
の
結
果
５
棟
全
て
で

耐
震
補
強
が
不
要
と
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
６
団
地
25
棟
に
つ
い

て
は
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
と
し
て
社
団
法
人
プ

レ
ハ
ブ
建
築
協
会
の
設
計
で
建

築
さ
れ
て
お
り
、
同
法
人
か
ら

耐
震
性
に
問
題
な
い
と
の
回
答

を
得
て
い
る
。
戸
建
て
住
宅
に

つ
い
て
は
、
耐
震
不
足
に
加
え

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
た
め

入
居
者
に
退
去
又
は
他
の
市
営

住
宅
へ
の
転
居
を
お
願
い
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
な
お
、
市

営
住
宅
に
お
い
て
は
、
吹
き
つ

け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
は
使
用
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
市
営
住
宅

の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
行

政
改
革
大
綱
に
定
め
る
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
の
基
本
方
針
に

お
い
て
「
当
面
、
現
在
の
計
画

的
修
繕
を
引
き
続
き
実
施
す

る
」
と
位
置
づ
け
、
日
常
点
検

に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、
計
画

的
な
修
繕
や
改
修
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
老
朽
化
し

た
引
き
込
み
ガ
ス
管
の
更
新
や

消
防
設
備
の
改
修
、
今
年
度
も

揚
水
ポ
ン
プ
や
非
常
警
報
装
置

等
の
改
修
を
実
施
し
た
。

　　　　　　　　

■
質
問
　
総
務
省
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
地
方
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
の
算
定
に
当
た
り

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
を
採
用

し
て
お
り
、
基
準
財
政
収
入
額

の
算
定
に
用
い
る
地
方
税
の
徴

収
率
に
つ
い
て
も
同
様
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
の
影

響
額
に
つ
い
て
伺
う
。

□
答
弁　
地
方
交
付
税
の
基
準

財
政
収
入
額
に
お
け
る
市
町
村

税
の
算
定
に
用
い
ら
れ
る
徴
収

率
は
28
年
度
以
降
上
位
３
分
の

１
の
地
方
自
治
体
が
達
成
し
て

い
る
徴
収
率
と
し
、
５
年
間
で

段
階
的
に
反
映
さ
れ
る
。
個
人

市
民
税
の
均
等
割
、
所
得
割
、

固
定
資
産
税
の
土
地
に
つ
い
て

98
・
0
％
で
算
定
し
て
い
た
徴

収
率
が
32
年
度
に
は
98
・
6
％
、

同
様
に
固
定
資
産
税
の
家
屋
が

98
・
0
％
か
ら
98
・
5
％
、
償

却
資
産
が
98
・
5
％
か
ら
99
・

0
％
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
標

準
的
な
徴
収
率
の
引
き
上
げ
に

よ
る
影
響
額
は
、
合
併
算
定
替

え
の
影
響
等
を
見
込
ま
ず
に
28

年
度
の
基
準
財
政
収
入
額
に
算

入
さ
れ
た
市
税
の
実
績
額
に
よ

り
積
算
し
た
場
合
、
市
税
の
増

額
は
28
年
度
が
約
１
千
５
百
万

円
、
29
年
度
が
約
３
千
万
円
、

30
年
度
が
約
５
千
７
百
万
円
、

31
年
度
が
約
７
千
２
百
万
円
、

32
年
度
が
約
８
千
７
百
万
円
と

な
る
。
基
準
財
政
収
入
額
の
増

加
は
、
普
通
交
付
税
の
交
付
基

準
額
を
同
額
減
少
さ
せ
る
た
め

交
付
税
額
の
減
額
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
徴
収

対
策
の
強
化
に
よ
り
徴
収
率
向

上
を
図
り
、
一
般
財
源
確
保
に

努
め
た
い
。

■
質
問
　
市
内
各
駅
の
駅
前
広

場
等
の
公
共
施
設
整
備
は
着
実

に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
駅
周

辺
の
駐
輪
場
は
仮
設
の
無
料
駐

輪
場
が
多
く
、
雑
然
と
し
た
景

観
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
仮
設
駐

輪
場
に
多
く
の
費
用
を
要
し
て

い
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
も
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

□
答
弁　
市
内
各
駅
の
自
転
車

等
の
駐
車
対
策
に
つ
い
て
は
、

３
月
29
日
に
開
催
し
た
市
自
転

車
等
駐
車
対
策
協
議
会
に
お
い

て
、
平
成
９
年
に
策
定
し
た
市

自
転
車
等
駐
車
対
策
に
関
す
る

総
合
計
画
（
案
）
の
基
本
的
な

考
え
方
で
あ
る
「
民
間
の
積
極

的
な
参
加
を
推
進
す
る
」
に
変

更
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
駅
ご
と
に
整
備
方
針
を
審

議
し
、
全
て
の
駅
が
終
了
し
た

時
点
で
総
合
的
な
計
画
を
ま
と

め
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
駅
ご
と

の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

検
証
し
つ
つ
、
ま
ず
は
鉄
道
事

業
者
を
中
心
と
し
た
駅
周
辺
の

駐
輪
場
整
備
を
促
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

梅郷駅東口市営自転車等駐車場

■
一
般
会
計

　
平
成
28
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
総
合
計
画
、
行
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
の
着
実
な
実
行
及

び
事
業
の
見
直
し
と
積
極
的
な

財
源
確
保
を
基
本
方
針
と
し
て
、

真
に
必
要
な
部
分
に
重
点
配
分

が
な
さ
れ
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
幅
広
い
市
民
要
望
に
対

応
さ
れ
た
予
算
を
適
切
に
執
行

し
て
い
る
。
ま
た
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
基
本
的
に
そ
の
水
準
を
落
と

さ
な
い
と
い
う
行
政
運
営
の
基

本
的
な
考
え
に
基
づ
く
事
業
の

推
進
を
評
価
す
る
。

　
実
質
収
支
比
率
は
昨
年
度
よ

り
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

４
・
１
％
と
な
っ
た
が
、
実
質

収
支
は
、
一
般
会
計
が
11
億
１

千
241
万
４
千
856
円
、
特
別
会
計

が
19
億
８
千
245
万
５
千
666
円
の

黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

実
質
公
債
費
比
率
は
８
・
５
％

で
あ
り
、
将
来
負
担
比
率
は
８

・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
52
・

３
％
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
い

ず
れ
も
基
準
の
範
囲
で
あ
り
、

当
局
の
努
力
を
評
価
す
る
。

　
予
算
の
執
行
率
は
歳
入
が
92

・
１
％
、
歳
出
が
90
・
１
％
と

配
分
財
源
の
範
囲
内
で
適
正
な

執
行
が
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め

る
。

　
歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
や

固
定
資
産
税
等
の
収
納
率
向
上

が
図
ら
れ
、
不
納
欠
損
額
や
収

入
未
済
額
は
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
関
係
者
各
位
の

努
力
の
成
果
で
あ
る
と
評
価
す

る
。

　
歳
出
の
総
務
費
で
は
、
利
便

性
の
向
上
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
運
行
計
画
の
見
直
し
に

着
手
す
る
な
ど
、
市
民
の
要
望

に
対
応
し
つ
つ
適
正
に
執
行
さ

れ
た
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

　
民
生
費
で
は
、
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
建
設
助
成
、

木
間
ケ
瀬
保
育
所
の
ト
イ
レ
増

築
な
ど
子
育
て
環
境
の
整
備
や
、

保
育
士
確
保
対
策
と
し
て
宿
舎

借
り
上
げ
支
援
事
業
な
ど
、
待

機
児
童
・
保
留
児
童
解
消
や
子

育
て
世
代
の
不
安
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

　
衛
生
費
で
は
、
市
民
の
健
康

不
安
解
消
の
た
め
甲
状
腺
超
音

波
検
査
費
用
の
助
成
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
ご
み
減
量
推
進
対
策

と
し
て
生
ご
み
堆
肥
化
装
置
購

入
へ
の
助
成
が
行
わ
れ
た
こ
と

等
を
評
価
す
る
。

　
労
働
費
で
は
、
無
料
職
業
紹

介
所
の
開
設
日
拡
充
や
い
ち
い

の
ホ
ー
ル
で
の
出
張
相
談
な
ど
、

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と

と
も
に
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
ま

た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
雇

用
機
会
の
拡
大
や
雇
用
増
進
が

図
ら
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
就
農

支
援
事
業
や
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
事
業
な
ど
を
評
価
す
る
。

　
商
工
費
で
は
、
空
き
店
舗
家

賃
等
補
助
金
や
開
業
育
成
資
金

等
利
子
補
給
金
な
ど
の
取
り
組

み
を
評
価
す
る
。

　
土
木
費
で
は
、
川
間
駅
北
口

駅
前
広
場
整
備
や
六
丁
四
反
排

水
路
改
修
事
業
、
連
続
立
体
交

差
事
業
な
ど
の
進
捗
が
図
ら
れ

た
。
ま
た
、
岩
名
大
橋
等
の
修

繕
な
ど
長
期
的
な
視
点
で
の
取

り
組
み
を
評
価
す
る
。
自
然
環

境
保
護
関
係
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
放
鳥
や
ふ
る
さ
と
納
税
の

拡
大
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
評

価
す
る
。

　
消
防
費
で
は
、
消
防
団
分
団

器
具
置
場
の
新
築
や
防
災
備
蓄

用
品
の
整
備
、
自
主
防
災
組
織

の
整
備
育
成
な
ど
、
予
防
、
減

災
の
観
点
か
ら
適
切
な
執
行
が

な
さ
れ
た
。

　
教
育
費
で
は
、
補
習
等
ア
シ

ス
ト
事
業
や
中
学
校
数
学
サ
ポ

ー
タ
ー
配
置
事
業
、
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
配
置
事
業
な
ど

学
習
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
精
神
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
図

ら
れ
た
。
ま
た
、
中
学
校
の
空

調
設
備
設
置
や
ト
イ
レ
の
洋
式

化
な
ど
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻

く
学
習
環
境
の
改
善
・
整
備
が

図
ら
れ
た
。
さ
ら
に
川
間
公
民

館
の
新
築
や
総
合
公
園
陸
上
競

技
場
改
修
工
事
の
実
施
を
評
価

す
る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、

一
般
会
計
決
算
認
定
に
賛
成
す

る
。

■
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た

適
切
な
予
算
執
行
で
あ
る
と
認

め
賛
成
す
る
。

審査風景

市
営
住
宅
の
耐
震
等
の

現
状
及
び
改
修
計
画
は

地
方
交
付
税
に
お
け
る
地
方
税
の
徴
収

率
の
見
直
し
に
よ
る
影
響
額
に
つ
い
て

星野　幸治
議員

木名瀬宣人
議員

市内各駅の駐輪
場の整備計画は

竹
内
　
美
穂

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

平成28年度各会計決算の状況 （千円）

区　　　　分

一　般　会　計

歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険

下 水 道 事 業

用 地 取 得

介 護 保 険

次木親野井特定土地
区 画 整 理 事 業

後期高齢者医療

合 計

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

50,854,397

21,543,868

3,549,754

28,163

9,737,131

258,593

1,471,396

87,443,302

52,005,989

23,083,534

3,599,893

150,343

10,012,337

287,028

1,475,438

90,614,562

一般質問


